
中國出土資料學會 

会員各位 

 

 下記の通り、本年度第２回大会（共催：科学研究費・基盤（C）「中国古代術数学における占術

と儀礼」（研究課題番号22K00057））を開催いたしますので、ふるってご参加いただきますよう、

お願いいたします。 

 

 

 ２０２３年１０月２９日 

中國出土資料學會 

会長  下田 誠 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

中國出土資料學會 

２０２３年度第２回大会 

 

日   時：２０２３年１２月９日（土） 

     研究報告 １３：００～１７：００ 

※ 大会終了後に総会を開催します 

 

報告Ⅰ 多田 麻希子（日本学術振興会特別研究員PD（東京大学東洋文化研究所）） 

  発表題目：中国古代の女性身分についての一考察 ――「偏妻」の分析をめぐって―― 

発表概要： 漢初の律である張家山漢簡『二年律令』に「偏妻」とよばれる妻がみえ、その

解釈をめぐって様々な議論が展開されてきた。ただ「偏妻」は嫡妻と対比される

存在であるとの共通理解はあるものの、その居住形態などの実態についてはいま

だ定まった見解が提出されていない。これを「同居」という報告者が新たに解釈

した出土秦律・漢律にみえる法律用語に基づいて考察することで、「偏妻」の実

態の一部を明らかにすることができると考える。さらに漢初の『二年律令』にお

いて様々な妻の名称が出現したのに対して、秦代の律（睡虎地秦簡・嶽麓秦簡）

においては、現在のところ「偏妻」などの名称がみえない。また文帝期の律（張

家山 336号墓出土漢簡）では「偏妻」は「下妻」に置き換わっている。妻の名称

にみえるこうした時代的変化を手掛かりに、女性（妻）間に形成された序列

（「女性身分」）について検討することとする。 

 

報告Ⅱ 李 承律（慶北大学校哲学科副教授） 

発表題目：馬王堆帛書『周易』繋辞篇の道器論と太極論 

発表概要： 戦国末期から前漢初期に儒家は、『周易』を利用して儒家初の二つの世界観を

樹立する。一つは「道器論」であり、もう一つは「太極論」である。それが含ま

れている現存最古の文献が、周知のように馬王堆帛書『周易』繋辞篇である。道

器論は、形而上の「道」と形而下の「器」の二部世界観からなっている。また、

それは、①道の領域、②「乾坤・変・通・象」という『周易』の領域、③「器」

という万物の領域、④人間の領域、という四部構造となっている。人間の領域

は、さらに「法」という社会・政治の領域と「神」という呪術・信仰の領域に細

分される。①が形而上の世界であり、②・③・④が形而下の世界であることは言



うまでもない。ここで問題は、道器論において形而上の道の世界と形而下の器の

世界は、存在論的な主宰と被宰の関係に設定されているが、四部構造の内部にお

いて『周易』・万物・人間といった各領域の関係は、明確な形で設定されておら

ず破片化している点である。太極論は、四部構造の内、形而下の世界において破

片化し無関係のように見える各領域の諸関係を、明確な形で繋げつつ確立するた

めに、儒家によって新しく考案されたものと考えられる。 

 

報告Ⅲ 陳劍（復旦大學出土文獻與古文字研究中心教授） 

発表題目：“帥禹之緒”還是“帥禹之堵”？——相關問題之會通 

発表概要： 近年新刊曾侯寶編鐘（或稱嬭加/加嬭編鐘）“帥禹之 ”句，研究者讀法有“帥

禹之緒”與“帥禹之堵”之不同。其間分歧反映出，大家對早期古漢語中“｛堵｝”

詞之意義尚嫌認識得不夠明晰透徹。綜合所有或尚未被聯繫起來的材料看，上古漢語

的“｛堵｝”，其義之準確理解應爲，“某人乃至‘某（些）物’所居處/佔有/包含

的特定區域、範圍”，引申而指“某人/物之特定‘位處’”，還可包“抽象意義”

而言，即某人/物之“特定狀態”。其用字多變，相關諸辭計有：叔弓鐘鎛“處禹之 

（堵）”，清華簡《五紀》“成天之堵”；秦公簋“在帝之圫（堵）”，麥方尊“王

令辟邢侯出圫（堵），侯于邢”；新刊曾侯䑂鐘“代武之堵”、衛侯之孫書鐘“定爲

余 （堵）”；《墨子·非攻下》“（周武王）焉襲湯之緒（堵）”，漢代多見的“安

堵”、“按堵”或“案署”，等等。諸例皆可得到統一解釋。“禹之堵”與“禹之緒”

之別，亦可與古書“禹之跡/蹟”與“禹之績”之別，相聯繫爲說。 

 

本大会はzoomによるオンラインの学会です。 

参加希望者は、以下のリンクから事前登録をお願いいたします。 

登録受付期間：１１月３０日まで。 

https://forms.gle/SvBFVMkbSosTniSC6 

 

☆ 参加申込者には、１１月３０日以降に招待リンクと発表資料閲覧用のパスワードを事務局から送付

いたします。 

☆ 参加費無料、非会員の来聴を歓迎します 

 

 

連絡先（大会委員長） 

  〒107-0052 東京都新宿区戸山１－２４－１早稲田大学文学学術院 柿沼 陽平 

    E-mail：yohey@waseda.jp 


